
　　　　　1981年5月天気砺L2翫翫5
㎝髄”11”1”m”””1”””””””””111”！””””””””ll””””””””””111”””””””””11”””11“”m””1””ll”1“””“”11”””””ll””“”1”””””II””””1”””II””””1”1曜“”1””1”1”“”10”””””“ll”“II1””””II”1””1”1細

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　551．50

オーストラリアにおける気象業務＊

土　屋 喬＊＊

　1．はじめに

　オーストラリアは元来イギリス志向が強いが，赤道を

挾んだ近隣国の一員である日本との間でも政治・経済面

での関係が近年急速に緊密になってきた．気象業務面に

おいては，両国は世界気象機関（WMO＊＊＊）の加盟国と

しての協力関係をこれまで保っ七きた．最近では，1977

年の静止気象衛星rひまわり」（以下GMS＊＊＊＊と略記）

の打上げに伴って締結された観測やデータの授受に関す

る国際協定などを一例として，両国問の距離が次第に縮

まってきた感がある．しかしながら，オーストラリアに

おける気象業務については，これまでに紹介されたもの

がないと思われるので，筆者がオーストラリア滞在中に

得た知識を基にして，標題について以下に紹介する．

　本論に入る前に，オーストラリアの自然環境などにつ

いて触れておくことは，本論をより良く理解する上で有

意義と考えられる．第1図はオーストラリアの地理的位

置と地勢を示す図で，比較のために赤道を対称軸とする

日本列島も同時に示してある．オーストラリアは東西に

約4，000km，南北に約3，000kmにわたって存在し，そ

の広さは，ハワイとアラスカを除くアメリカ合衆国とほ

ぽ同じで，日本の約20倍もある．周囲は海に囲まれ，海

岸線は赤道の周にほぽ匹敵する程に長い．オーストラリ

ア大陸の主たる山岳地帯は南東部から東部海岸沿いに南

北に連なる大分水山脈で，オーストラリアの最高峰コジ

アスコ山（海抜高度2，280m）はこの中にある．他には

これよりも規模の小さい山岳地帯が大陸の中央部と北西
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部にある．大陸の50％は海抜高度300m以下で，600m

以上の高地はわずかに5％である．大分水山脈でさえも

平均海抜高度は約900mしかなく，地球の陸地の平均海

抜高度が約700mであることを考えるとき，オーストラ

リア大陸が如何に平坦であるかを知ることができる．

　大陸の南にあるタズマニア島は，北海道とほぼ同じ大

きさで，かつ，同じ緯度帯にある．北海道を除く日本列

島の他の島々は，赤道を挾んでオーストラリア大陸の南

岸に沿って位置している．両国の地理的位置の対応関係

を参照すると，オーストラリアではタズマニア島と大陸

の南部を含む地域が，日本と同様に年間の大部分の期

間，偏西風帯の擾乱に影響されると推察される．一方，

大陸の北端は南緯10度に達し，オーストラリア全土の約

40％が熱帯域に属している．

　第2図は，オーストラリアにおける平均の年降水量と

人口密度の分布である．タズマニア島，大陸の南東部と

南西部の沿岸，東部と北部の沿岸地方が多雨域で，年降

水量が1，600mm以上に達するところがある．インド洋

から接近する低気圧性擾乱によってもたらされる大陸南

西部の多雨域，南極海から北上する擾乱によるタズマニ

ア島と大陸の南東部の多雨域は，偏西風帯の擾乱の影響

が強く，年間を通して降水がある．大陸東岸沿いのブリ

スベン付近からヨーク半島にかけてとダーウィンを含む

北部海岸地方では周辺の海上から接近する熱帯擾乱によ。

る降水が主で，夏が雨期，冬が乾期である．一方，大陸

の北西部から中央部を経て南岸のアデレイドにかけては

広大な寡雨域が存在する』平均の年降水量が250mm以

下の乾燥した地域が占める割合は，オーストラリア大陸

の約35％にも達する．平均の年降水量が最も少ないのは

アデレイドの北のエア湖付近で，年間125mm以下であ

る．このため，GMSの可視画像に映るエア湖の北部

5
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第2図　オーストラリァにおける平均の年降水量（mm）と人口密度の分布図．

は，塩湖化しているために白い．

　一方，広大な国土に人口が僅か1，400万人のオースト

ラリアでは，人口密度は1．8人／km2である．第2図で

4

みられるように，人口の大部分は大陸の南東部と東部沿

岸およびタズマニア島に集中している．特にシドニーや

メルボルンなどの大都市への人口の集中が顕著であるた．

、天気”28．5．
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第3図　オーストラリァの行政区分とその主要都市．

め，人口密度が1．O人／km2未満の地域が国土の大部分

を占めている．

　第3図はオーストラリアの行政区分を示す図で，6つ

の州（ニュー・サウス・ウェールズ，ビクトリア，クィ．

一ンズランド，南オーストラリア，西オーストラリア，

タズマニア）と2つの特別区（オーストラリア首都圏，

北部特別区）に分けて行政を行っている．第3図に見ら

れるとおり，各州の首府は，それぞれシドニー，メルボ

ルン，ブリスベソ，アデレイド，パース，ホバートであ

り，特別区の主要都市は，キャンベラとダーウィンであ

る．以下の記述では，特別区の主要都市を便宜上特別区

の首府と称する．

　これらの行政区分は，オーストラリア気象局の一般の

予警報業務における責任分担域と一致する．

　2．オーストラリア気象局の背景

　オーストラリア気象局（以下単に気象局と略記する）

は，オーストラリア連邦政府における科学環境省＊内の

科学環境庁に属し，国民に対する気象サービスと国際協

定に基づく気象サービスが義務づけられている．同じ省

内には連邦科学産業研究庁（CSIRO＊＊）があり，また，

同じ庁内には南極部や宇宙プ・ジェクト部などが含まれ
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ており，気象局はこの様な自然科学や産業に関する研究

やサービスを行う官庁と同じ省に属している．省内には

気象局の長を含む本省の職員および財界その他の民間人

で構成される気象政策委員会が設置されている．気象政

策委員会は，気象業務の基本方針や将来計画，諸外国と

の協力関係のあり方などについて，あるいは社会の要請

に応じた気象業務の再検討について，その方向づけを行

なう．

　オーストラリアは国連の下部機関であるWMOの調

印国として，1951年以来主導的な役割を果してきている

と言われている．たとえば，気象局はWMOの加盟国

で運営する世界気象監視計画（World　Weather　Watch）

に基づく南半球唯一の世界気象センター（WMC＊＊＊）を

メルボルンに設置して，責任担当域の気象サービスを行

なっている．また，WWW計画における地域気象セン

ター（RMC＊＊＊＊）をメルボルンとダーウィンに置き，

北半球を含む低緯度から南半球の中・高緯度にいたる，

オーストラリア周辺域の気象サービスも行なっている．

羅

ミ 季

　＊ごく最近，科学環境省は科学技術省と名称が
　　変り，内部機構も一部変更されたようである．

　＊＊Commonwealth　Science　and　Industrial　Re－

　　search　Organizationの略．

＊＊＊World　Meteorological　Centerの田各．

＊＊＊＊Regional　Meteorological　Centerの略．

1981年5月

第4図　気象局本部がある建物．メルボルン市街に

　　　　あり，気象局本部は地上～14階と屋上を占

　　　　有している．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
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第5図　気象局の組織図．

　3・オーストラリア気象局の組織

　気象局は日本の気象庁に相当しており，全職員の数は

約1，700人，その中の約800人はメルボルンにある気象

局本部（Head　O伍ce）に勤務している．第4図は気象

局本部のある28階建ての建物で，気象局本部は地上から

14階までの各階と屋上を占有している．気象局本部の下

部機関としては，日本の管区気象台に相当する管区気象

局（RO＊）があり，地方気象台に相当する気象サービス

局（WSO＊＊）がその下に，さらには測候所や通報所に相

当する気象観測所（OO＊料）がある．

　気象局の組織図を第5図に示す．気象局本部には，サ

ービス，研究開発，自動データ処理，機器装置，総務の

各部がある．サービス部には，各種の気象資料を国内外

に提供する業務の中核を成す気象解析セソター（以下

NMAC＊＊＊＊と略記する）があり，この中にWMCや

RMCなどが含まれる．国内の気象官署における解析や

予警報のために気象資料を提供する国内気象セソターと

も言うべき機能は，メルボルンとダーウィンのRMCが

担当している．研究開発部では，各種スケールの気象現

象の研究や特別なプロジェクトヘの参画などを行なう．

自動データ処理部では各種気象データの受信，データ利

用のためのプログラミング，計算機の運用などを担当し

ている．機器装置部では，気象官署が使用する測器の供

給や保守，通信系統の整備などを行なう．総務部は総務・

人事・渉外などの業務を行なうと共に，国内外の気象技

術者に専門教育を施す訓練校を管轄する．

　管区気象局は，各州の首府と特別区の首要都市に置か

れ，この中に予報センター（RFC＊＊＊＊＊）がある．RFC

では，観測データおよびWMCやRMCが提供する各
種の気象資料に基づいて，担当域に対する予警報を発表

する．予警報の責任担当範囲内に熱帯域を含むブリスベ

ン，ダーウィン，パースの各管区気象局には，熱帯低気圧

警報センター（TWC＊＊＊＊＊＊）が併設されており，熱帯低

気圧の監視と熱帯低気圧に関する警報の発令を行なう．

　気象サービス局（WSO）では，RFCが発表した予報

に局地性を加味した地域予報を発表したり，発令された

警報を利用者や下級官署に伝達したり解説を行なったり

する．地上や高層の観測をすることもWSOにおける

重要な任務である．気象観測所は観測が主たる業務であ

るが，上級官署が発表した予警報を利用者に提供する業

務も含まれる．

　気象局が管轄する管区気象局，気象サービス局，気象

観測所の総数は76である．

　　＊Regional　omceの略．
　　＊＊Weather　Service　Omceの略．

　＊＊＊Observers　Omceの略．

　＊＊＊＊National　Meteorological　Analysis　Center

　　　の略．
＊＊＊＊＊Regional：Forecast　Centerの略．

＊＊＊＊＊＊Tropical　cyclone　Waming　Centerの略．

　　t
6

　4．観測データ

　4．1．地上・レーダー・高層の観測データ

　気象局は，オーストラリア大陸とタズマニア島はもと

より，データの空白域であるイソド洋・南太平洋・南極

海の島々や南極大陸にも地上や高層の観測所を展開して

いる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　、天気”28．5．
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第6図　気象局の管轄する地上（含レーダー）気象観測所の分布図．

　気象局が維持管理している観測所のうち，有人の観測

所は管区気象局，気象サービス局，気象観測所を含み，

風向・風速・気圧・気温・露点温度・降水量・雲・視程

を観測する．無人の観測所では，雲と視程を除く有人の

観測所の気象要素と同じである．これらの観測データは

主としてテレタイプにより，メルボルンにある気象局の

本部に収集される．この他にも，個人や公共機関による

観測所および緊急時の観測所があって実況の把握に資す

る．一方，気象局のレーダー観測所はオーストラリア全

土に21ケ所展開されている．

　第6図は気象局の地上観測所とレーダー観測所の分布

である．これらの観測所は，人口密度が高く降水量の多

い大陸の東海岸と南東部に密に展開されている．ブリス

ベン以北の沿岸には有人の観測所とレーダー観測所を密

に配置するとともに，沖合いの島には有人・無人の観測

所も多く展開して，南太平洋から接近する熱帯擾乱を監

視する．一方，アラフラ海方面から接近する気象擾乱は，

ダーウィンとポートヘッドランドのレーダー観測所およ

び沖合いの無人観測所により監視されている．また，主

要な都市にはレーダー観測所を設置して気象擾乱の監視

にあたっている．

1981年5月

　高層観測所は，地上観痴所と同様に，オーストラリア

大陸とタズマニア島の他に，データの少ない海洋上の島

や極地にも展開されている．観測所の数は56で，レーウ

ィソゾンデによる気温と上層風の観測，レーダーによる

追跡と目視による上層風の観測が併用されている．

　以上の他に，約6，000個の自記雨量計を全国各地に設

置し，記録紙を気象局本部に収集して計算機でデータ処

理を行なう．この様なデータは，不足がちな水資源の利

用に資する気候値の作成などの基礎資料となる．

　この様に，気象局では定常業務に必要なデータのみな

らず，長期的な展望に立ったデータの収集・処理も行な

っている．

　4．2。気象衛星データ

　周囲を海に囲まれたオーストラリアにとって，船舶・

航空機・ブイなどによるデータ以外にデータ空白域を実

況として補完する方法は，現在では気象衛星に依存する

他はない．このため，気象局では静止気象衛星と軌道気

象衛星のデータ受信局を設置して，これらのデータを有

効に利用している．第7図は，気象局が静止気象衛星と

軌道気象衛星からリアルタイムで受信し得るデータの覆

域を示している．

7・
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第7図 静止気象衛星（GMS）と軌道気象衛星（NOAA）による覆域．但
し，GMSによるものは衛星仰角約30度以上．矢印は有線のナショ

ナル・ファクシミル伝送網の一部を用いて行なわれる衛星データの
流れ．

　（1）静止気象衛星（GMS）

　GMSの運用開始以来，気象局ではGMSの画像を3

時間毎（緊急時には1時間毎）に受信し利用している．

高分解能および低分解能のファクシミル画像データ（以

下HR－FAX＊データおよびLR－FAX＊＊データと呼

ぶ）を，メルボルンの気象局本部にある中規模受信局

（MDUS＊＊＊）で受信し，リアルタイムで処理した後に有

線の通信網を用いて国内の官署に配布する．

　＊High　Resolution　Facsimileの略．

＊＊Low　Resolution　Facsimileの略．

＊＊＊Medium　scale　Data　Utilization　Stationの略．

8

　第8図は気象局本部におけるGMSデータの処理の

流れ図である．気象局本部の屋上にある5mのパラボラ

アンテナで受信された画傑データは3階の処理部（Com－

munication　Center　Unit）に送られる．すべてのHR－

FAXデータは磁気テープに記録されるとともに，受画

機で円形画像に復元されNMACで解析される．同時

に，HR－FAXデータをディジタル化し，オーストラリ

アとその周辺域を含む分割画像をHR．一FAXの円形画像

データから作成する．分割画像の中心点は操作卓のキー

操作により任意に変えることが出来るが，定常業務では

隣り合う画像が若干重複する9枚の分割画像を3時間毎

黙天気”28．5．
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の赤外と可視（00と06GMT＊のみ）のデータから作

成して，国内の主要官署にほぼリアルタイムで配布す

る．画像データの伝送に際しては，近接する配布官署を

第7，8図にみられる様な5系統に分け，ナショナル・

ファクシミル伝送網によって画像を配布する．

　第9図（a）は気象局が作成する9枚の全分割画像に

よる覆域で，これはすべての管区気象局のRFCにおけ

る業務の遂行にとって充分と考えられる．図の中で1，

Antenno
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dσmeter
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Am凶†ier
Down　Conve「te「
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誌由，
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Resdution
Disploy

H　　ox　utput

　　　しロドロぢ
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Locol　Monitor
lLoser　Foxl

⇒◎
　　Film　Imoge

叡諮癬e，te，

Mi凶Computer

Fox　　Sectoriser
Inte「foce　Units

第8図　気象局本部の

　　　　一タの流れ．

Focsimile
Switching

MDUSにおけるGMSデ
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4，7と付してあるのは，キャγベラ・シドニー・ブリ

スベン系統で提供される分割画保で，気象局本部が国内

に系統別に配布する分割画檬の覆域を示すための例であ

る．1，4，7の合成画像による覆域は，これらの画保

を受信するRFCの予警報業務上充分と考えられる．

　ディジタル化されたGMSのHR－FAXデータは特

定な利用目的に適合する強調画像の作成を容易にする．

強調表示法がいくつか考えられている中で，現在定常業

務に採用されているのは2つの方法である．1つは，冬

期間に太陽高度の関係で暗く映る可視の雲画像を強調す

る方法で，寒候期の可視画像データに適用される．他の

1つは，赤外のディジタルデータから熱帯低気圧の強度

を推定する方法に適用されるもので，熱帯低気圧警報セ

ンター（ブリスベン，ダーウィン，パース）の要請に基

づいて特定の時間帯に送画される．

　GMSの・LR．一FAXデータも，第7図で示したナショ

ナル・ファクシミル伝送網を用いて国内に配布される．

A～HまでのLR－FAXの分割画隊のうち，業務の遂行

上必要と考えられる画像のみ各官署に配布される．第9

図（b）で示す様に，FとGの2枚の分割画像を合成す

ることにより，GMSで観測した南半球の大部分を包括

し得るので，これらの分割画像は受画機能を有する国内
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第9図（a）HR－FAXの全分割画像による覆域．実線と破線および
破線のみで表示された分割画像（画像番号1，4，7）は，キ
ャソベラ・シドニー・ブリスベソ系統で配布される画像．

（b）GMSのLR－FAX分割画像FとGによる覆域．

＊Greenwich　Mean　Timeの略．グリニッチ標準時．

1981月5年 9
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の全官署に配布される．RMCの機能を有するダーウィ

ソの管区気象局は，責任担当域が広く北半球もその域内

に含まれるので，ダーウィンにはH画像（日本付近を中

心とする分割画像）を除くすべての分割画像が配布さ

れ，GMSのLR－FAXデータによる円形画像が復元で

きる様に配慮されている．

　また，NMACでは3時間毎に取得される赤外の円形

HR－FAX画像から7日間の16㎜動画を作成し，こ

れを気象解析に利用している．一方，00GMTに観測

されたGMSの赤外HR－FAXディジタルデータは磁

気テープに永久保存され，調査研究に用いられている．

　（2）軌道衛星データ

　気象局における軌道衛星データの受信局は，第7図で

みられるとおり，ブリスベン，メルボルン，パース，ダ

ーウィンの4ヵ所である．これらの受信局で取得した

APT＊のデータは現地で利用されると同時に，メルボル

ンの気象局本部に集信される．全受信局によるデータは

4軌道分で，その覆域は，おおよそ西はインド洋上の東

経80度から南太平洋上の西経160度まで，北緯20度から

南緯70度までの領域である．これらの画像データは軌道

毎に観測時刻が異なるが，GMSによる覆域以外のデー

タを含む点で重要である．ブリスベンの受信局では，ア

メリカの軌道衛星（NOAA）が観測したインド洋西部や

太平洋東部，大西洋におけるデータを，アメリカの静止

気象衛星（GOES）を経由して受信し，メルボルンに中

継している．

　また，メルボルソで受信したーTOVS＊＊データはリア

ルタイムで処理され，NMACで利用している．

　5．気象解析センターにおける業務

　気象解析セソター（NMAC）は，前述したように，気

象局本部のサーピス部に所属している．NMACでは南

半球と北半球の国内外から入手し得るすべての気象デー

タに基づいて，各種の気象要素の解析図と予想図を作成

して，予警報業務を担当する国内外の気象官署に提供し

　＊Automatic　PictureTransmissionの略．1軌道衛

　　星が観測した画像データをリァルタイムで送信

　　する機能の1つ．

＊＊TIROS　Operadonal　Verdcal　So㎜derの略．

　　TIROS－Nシリーズ（NOAA）に依る鉛直気温
　　分布などを得るための測器．

＊＊＊1，000／500層厚の月平均値からの偏差と雲パタ

　　ーンの関係を用いて層厚を解析する方法が採用

　　されている．

10

ている．

　NMACは，気象局におけるサーピス業務の中枢で，

この中には3つの主な機能がある．第1は世界気象セン

ター（WMC）で，南半球唯一のセンターである．第2

はRMCで，ダーウィンのRMCとともに，気象局の

業務遂行上重要な位置を占める．他の1つは，航空機の

安全航行のために必要な気象資料を提供する業務であ

る．何れの機能の遂行に際しても，基礎になるデータ

は，南北両半球から集配信される陸上・海上・航空機に

よる地上と高層のデータおよび気象衛星による画像や鉛

直気温分布のデータなどである．このような広範囲にわ

たる各種のデータを用いて，それぞれの機能遂行に最適

なデータの抽出，対象領域の設定，予報モデルの選択が

なされる．

　5．1．世界気象セソター

　世界気象セソター（WMC）における責任担当域は，

南半球全域である．メルポルソのWMCにおける主た

る業務は，担当域全域の解析図と予想図を，00GMT

と12GMTの観測データに基づいて1日2回作成し，

国内外の利用者に提供することである．

　南半球には，イソド洋・太平洋・大西洋などの水域に

加えて，陸地における山岳地帯や密林，極地などのデー

タ空白域が多く，全域にわたって大気の構造を把握する

のに困難が多い．このため，全球通信網（Global　Tele－

co㎜u面cationS獅tem）を通じて得られるすぺてのデ

ータと共に，気象衛星データが重要視されている．前節

で述ぺたように，GMSによるオーストラリア域とその

周辺，アメリカの軌道衛星によるイソド洋西部，太平洋

東部，大西洋域の画像は，気象擾乱の位置と推移などを

知る上で有効である．特に，データ空白域における雲パ

ターンに基づいた1，000mbと500mb間（以下1，000／

500と記す）の層厚解析＊榊は重要で，その結果は他の

気象データと同様に気象解析図と予想図作成のために計

算機に入力される．

WMCでは，これらの解析データを用いて，7層σ座

標系，15波数のスペクトルモデルにより，地上，850，700，

500，300，250，200mb面の予想図が作成される．’00

GMTと12GMTのデータに基づく地上と500mb面
の解析図と予想図は有線と無線のファクシミルで放送さ

れる．

　第10図は，1980年9月4日12GMTのデータに基づ

く地上の解析図と36時間予想図である．解析図では，高

気圧に覆われているオーストラリアに，気圧の谷がイソ

、天気”28．5。
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第10図　WMC（メルボルン）の気象資料．（a）南

　　　　半球の地上解析図．（b）南半球の36時間
　　　　地上予想図．

ド洋から接近しつつあることを示している．この谷は顕

著な発達もなく西オーストラリアに達し，先行する高気

圧が振幅を増しながらその中心をオーストラリア大陸の

東部に移すことが予想されている．

　5．2・地域気象センター

　メルボルンのRMCは，オーストラリア周辺域で気

象サービスを行なうために必要な解析図や予想図の大部

分を，国内はもとより国外にも提供している．メルボル

ソのRMC（本節では単にRMCと呼ぶ）の責任担当

域は，大略南緯10度から55度，東経85度から175度まで

である（後に示す第11図の範囲）．

　RMCで作成される資料は，予報官による解析図と予

想図および客観解析と数値予報による同様な図である．

これらは，国内気象官署向けとしてはすべて有線で放送

きれているが，RMCとしての機能を遂行するために，

気象資料を一部無線で送信する．
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　地上データは09GMTと15GMTを除いて3時間
毎に解析され，解析図は有線で放送される．マップタイ

ムと称する00，06，12，18GMTの解析図は無線でも

放送される．これに加えて，パースのRFCのために，

インド洋域の00GMTと12GMTにおける地上天気
図も作成される．地上の解析図は，データの観測時から

2～4時間後に放送されるが，イソド洋域の解析図に限

り約6時間後になる．

　高層データは，850，700，500，300，250mb面で解

析され，500mbと250mb面の天気図が無線と有線で

放送される．これ以外に，前述したWMCで解析した

1，000／500mb層厚図からオーストラリアの周辺域のみ

を抽出した解析図を，RMCの気象資料の1つとして国

内の気象官署に提供する．

　これらの解析データに基づいて，RMCでは格子間隔

約250kmの6層σ座標系プリミティブモデルを用いて

24時間予想図を作成する．このモデルによる1，000，

850，700，500，250mbの予想図は国内の気象官署に有

線で提供され，そのうち500と250mb面の予想図は無

線でも放送される．この他に，1，000と500mb面の渦

度，700mb面の鉛直流，降水量，1，000／500mb層厚な

どの24時間予想図も国内の気象官署向けの予報参考資料

として1日2回提供される．WMCの資料として提供

・される南半球の地上36時間予想図から，オーストラリア

周辺域のみを出力した地上予想図も有線で放送される．

この他にもシ各種の解析図と予想図を参照しながら予報

官が作成する地上の予想天気図があり，これは有線と無

線で放送される．

　第11図と第12図は，R、MCで作成した予報参考資料の

一例で，それぞれ，予報官による地上の解析図と予想図

およびプリミティブモデルによる500mbの渦度と700

mbの鉛直流の24時間予想図である．第11図（a）の地

上天気図の時刻における初期値に基づいて第11図（b）

と第12図（a），（b）が予想されている．第11図（a）

にみられる気圧系は，24時間後には振幅を増しながら東

進することが第11図（b）で示されている．予報官によ

る気圧系の予想位置は，第12図（a）の予想渦度と第12

図（b）の予想鉛直流の分布と良い対応を示している．

　5．3．航空業務

　民間・軍・個人の航空機の安全航行に対する気象サー

ピスは，気象局の重要な業務の1つである．NMACで

はこのサービス業務を遂行するための気象資料を提供す

る．NMAC内の航空業務担当者の主要な任務は，南緯

11
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第11図　RMC（メルボルン）の気象資料．

　（a）地上天気図．（b）地上予想図．

10～50度，東経100～180度の領域に対する悪天予想図の

作成であり，予想図は有線と無線で放送される．さら

に，既に発表された悪天予想図に対して，最新の気象資

料に基づく修正報を発表することも悪天予想図の作成と

同様に重要な任務である．これらの資料は，RMCが提

供する500と250mb面の解析図と予想図と共に，国内

外の航空へのサービス業務にとって有効な資料となる．

　悪天予想図と修正報に対する基礎資料は，観測データ

による実況とその推移および計算機出力による各種予想

図などである．すなわち，RMCによる地上と高層の解

析・予想図，航空業務のために出力される極大風や圏界

面の解析図，気象衛星画像による雲分布図，観測データ

等である．地上・高層の予想図はもとより，プリミティ

ブモデルによる安定度指数・結氷高度などの予想も悪天

域の推移に対する根拠となる．さらに，500，400，300，

250，200mbにおける緯経度5度毎の風向・風速および

気温の予想値は，航空業務の遂行に欠かせない資料とし

て，1日2回出力される．

　本業務を担当する予報官は，21GMTに観測される

GMSの赤外円形画像に基づいて雲解析図を作成する．

第13図はその例で，航空機の安全航行上特に着目すべき
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第12図　RMC（メルボルン）の気象資料．

　　（a）500mb渦度の予想図．

　　（b）700mb鉛直流の予想図．

雲，例えば気象擾乱の存在を示唆する雲域，雲パターン

から推定したジェット気流軸，対流雲域などが解析され

ている．解析図に続いて，アルファベットを付した雲域

に対する注釈（省略）が放送される．オーストラリア国

内に関して言えば，GMSのHR－FAX画像は主要官署

で受信されるので，衛星画像の一般的な利用は現地官署

で行ない，NMACでは航空へのサービス業務を意識し

た雲解析図を利用者に提供している．

　以上がNMAC’の主要な業務である．NMACでは，

毎朝9時過ぎから，RMCの予報官が各種の気象資料を

示しながら気圧系の推移と各種の資料間の対応などを解

説する会報が開かれる．これは気象現象に対する理解を

深め予報官相互の意見の調整を行なうことを目的として

、天気”28．5．
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GMSの赤外画像に基づく雲解析図（1980年9月3日2100GMT）．

いる．会報には，NMACの長や現業部門の責任者，

WMCの予報官，研究部門の職員などが出席して意見を

述べ合う．

　6・ダーウィンのRMCにおける業務

　ダーウィンの管区気象局には，他の管区気象局と同様

な業務（含TWC）の外に，南北両半球の低緯度地方を

対象とするRMCの機能が付加されている．RMCと

しての責任担当域は北緯20度から南緯20度，東経80度か

ら180度までで，この領域内の流線解析を行ない，これ

を国内外の利用者に提供することが，RMCとしての主

たる任務である．流線は，地上，700，500，250mb等

で解析され，解析図は有線と無線のファクシミルで放送

される．また，パースのRFCのために，インド洋にお

ける低緯度の流線も解析される．これはメルボルンの

RMCによるインド洋の中・高緯度域の解析図と対を
成す．

　ダーウィンの気象局には，空域予報中枢（AFC＊）の

機能もある．AFCでは500と250mbの解析図と予想

図，および，オーストラリアと東南アジア域を主とする

悪天予想図とその修正報を利用者に提供することであ

る．

＊Area　Forecast　Centerの略．

1981年5月

　7．気象サービス業務

　気象サービスは，定常業務におけるサービスと，これ

以外のサービスに大別できる．第14図は気象データの観

測から利用者へのサービスにいたるブロックダイヤグラ

ムである．図の中央部，処理の部分に示す最上段の系列

は定常業務における気象サービスの流れを示している．

前述した様に，各管区気象局のRFCは，観測データと

メルボルンやダーウィンのRMCが提供する気象資料な

どを基に予警報を発表する．下部機関である気象サービ

ス局．（WSO）では，R・FCが発表した天気予報に地域性

を考慮して，それぞれの担当域に対する天気予報を発表

する．さらに，WSOではR．FCの発令する警報を利用

者に提供するとともに解説も行なう．気象観測所（OO）

は，RFCが発表する予警報およびWSOが発表する予

報を利用者に伝達する．予警報の発表の際には，その根

拠など基本的な考え方について，隣接するRFC間で，

あるいはRFCとWSOの間で密接に連絡をとり，利

用者に混乱を招くことのない様に事前に意見の調整が行

なわれる．現業部門でのサービス業務の範疇に含まれる

13
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第14図　観測からサーピスに至るまでの気象データと気i象局における業務の流れ．

のは，一般の予警報と海上に対する予警報，特定な目的

のために行なう特殊予報，航空関係者に対する気象資料

と気象情報の提供などである．航空関係の利用者に対す

るサービスは，主要な空港に設置されているWSOで
主に行なう．

　定常業務以外でのサービス業務は，第14図の処理の部

分で中段と下段に示された系列である．この種のサーピ

ス業務では，観測値や統計値などの気象データの提供，

他の官公庁や大学との共同研究，一次・二次産業への長

期的な展望に立った気象学的な助言など広範囲にわたっ

ている．

　ここでは，定常業務におけるサーピスについて若干述

べることにする．

　各RFCが発表する一般の予報は，0500，1130，

1730，2030LST＊に発表され，一般にはラジオ・テレ

ビ・新聞などの報道機関を通じて利用者に伝達される．

ラジオでは1～3時間毎にニュースを放送し，続いて天

気予報が放送される．放送局の中には終日営業している

局もあり，天気予報を利用者に伝える回数は多い．テレ

ビでは，各局共1日に2回位しか天気予報のための時間

帯がとられていない．夕方6～7時台のニュースの後の

天気予報番組は視聴率が高いため，如何にして他の局よ

＊Local　Standard　Timeの略．地方標準時．

14

りも特色のある番組を提供し得るか，各局とも苦心して

いる様である．テレビでは，州内における当日の天気・

風・最高気温と最低気温の分布，翌日の天気予報と気温

予報，全国主要都市の当日の最高気温，翌日の天気予報

と気温予報などが放送される．これに加えて，後述する

沿岸の海域に対する海上予警報も放送される．気象サー

ビスの一環として気象局が提供するGMSの画像は，天

気分布を視覚化し得るものとして，天気予報の番組には

欠かせない資料となっている．第15図は，メルボルンを

中心に，主としてビクトリア州で購読されている朝刊紙

の天気予報欄である．天気図と気象概況，地域別予報，

気象要素の時間変化，大気汚染の状態，全国主要都市の

当日の天気予報と予想気温，世界各地の前日の天気と気

温が掲載されている．どの新聞も同様であるが，中には

GMSの雲画像を掲載する新聞もある．

　一般の天気予報の他に，海上に対する予報も発表され

る．周囲を海に囲まれたオーストラリアでは，ヨット，

モーターボートなどで水に親しむ機会が多い．最もきめ

の細かい海上予報は，海岸線に沿う沖合い60海里（～110

㎞）までの海域を43に細分化し，一般予報の責任担当域

内の海岸線に接する海域に対して予報を発表する．この

ため，キャソベラを除く7つの：RFCがこの任に当る．

この種の海上予報は，原則として一般予報と同時に発表

され，報道機関と直接の利用者に提供される．第16図に

、天気”28．5．
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第15図　朝刊紙の天気予報欄．

細分化された海域を示す．これらの海域には警報も発

令される．警報は3段階に分けられ，それぞれ25，34，

48ノット以上の風速が予想される海域に対してStrong

wind，Gale，Stormの各警報が発令される．この他にも，

より広い海域に対する予警報が発表されているが，詳細

は割愛したい．

　特定な目的のための特殊予報（Special　Forccasts）とし

ては，一次・二次産業に対する限定された気象要素の予

想，政府や大学の研究機関などが行なう活動や公共的な

色彩の強い事業に対する支援としての局地予報，スポー

ツ行事のための予報などがあり，利用者に直接伝達され

る．例えば，農作物のための地表面温度や降霜の予報，

電力施設や鉄道会社に対する雷予報や最高気温の局地予

＊ここでいう熱低とは，熱帯地方に発生した低気圧

　の総称で，低気圧の発達段階を表わす名称ではな

　い．以下の記述においても同じ．

1981年5月
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報，天然ガスや石油の採掘あるいは海難救助活動のため

の局地的な海上予報，シドニー・ホバート間のヨットレ

ース，テニスやゴルフ等の国際試合のための局地予報な

どである．

　前述した様な海域に対する警報の他にも，強風・洪

水・異常乾燥・雷などの気象現象に対する警報が，一般

の住民を対象にして発令される．大きな災害をもたらす

熱帯低気圧＊（以下熱低と略記）については，熱帯低気圧

警報センター（TWC）が熱低に関する警報を発令する・

気象局が発令するこれらの警報のうち，熱低に関する警

報について以下に若干詳細に述べる．

　ブリスベソ・ダーウィン・パースのTWCでは，第

17図に示すそれぞれの担当域に対して，熱低に関する警

報を発令する．熱低が担当域内で発生したり接近したり

することにより，熱低に伴う強風が34ノット以上になる

と予想されるときにこの警報が発令され，6時間毎に更

新される．熱低が陸地に接近した場合には，沿岸の住民

に対するより詳細な警報が発令される．すなわち，熱低

が海岸から800km以内に接近すると，熱低監視報

（Cyclone　Watch）が発令され，以後6時間毎に更新さ

れる．熱低監視報の内容は，熱低の名称，位置，中心気

圧，移動，将来影響を受けると予想される地域名などで

ある．熱低が陸地にさらに接近し，強風による直接の影

響が沿岸地方に及ぶと予想される時には，熱低監視報は

熱低警報（Tropical　Cyclone　Waming）に切り替えられ

る．熱低警報の内容は，熱低監視報の内容に，熱低の中

心付近における最大瞬間風速，12時間後の熱低の予想位

置などが加わる．熱低の影響が強風に限らずに，大雨・

洪水・風津波・高潮などの現象が予想される場合には，

これらの予想される現象に関する記述が熱低警報に付加

される．また，熱低の移動方向や速度が急変するなど不

測の事態が発生した場合には，緊急熱低警報（Flash

Cyclone　Waming）を発令して，影響を受けるとみられ

る地域住民と行政機関が防災上必要な措置を講ずること

が出来る様に警告する．

　熱低による災害もさることながら，オーストラリアの

夏期における大気の乾燥状態は多くの山火事などを誘発

して多額の損害を与える．気象局が大気の異常乾燥状態

に関する警報を発令したとき，気象局・行政・報道機関

がとる連繋業務を以下に紹介する．

　夏期のオーストラリア大陸は亜熱帯高気圧におおわ

れ，高温で乾燥した北寄りの風が卓越する．大気の乾燥

状態が続くと：RFCは異常乾燥に関する警報を発令す

15
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第16図　細分化された沿岸の海域．
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第17図　熱帯低気圧警報センターの責任担当域．

る．これに呼応して，州政府は戸外における火気使用全

面禁止日（TFB＊）を指定する．TFBに指定された日に

は，ラジオ・テレビ・新聞などの報道機関は，TFBの

＊Total　Fire　Banの略．
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指定日であることを衆知徹底させるために大きな役割

を果す．ラジオでは，ニュースの時間と番組の合い間

に，TFBの指定日であることを罰則を付して報道する．

その際に，英語はもとより，フランス語，ギリシャ語，

イタリー語など数力国語で1日何回となく放送する．テ

、天気”28．5．

L＿ 　



オー・ストラリアにおける気象業務

レビではニュースの度毎にTFBの指定日であることを

放送するとともに，番組の途中であっても字幕スーパー

で知らせることがある．新聞では第1面に赤い目印と活

字でTFBの指定日であることを報ずる．

　8．おわりに

　オーストラリアにおける気象業務について，筆者の限

られた知識に基づいて紹介した．人口密度の少ない国で

は，行政やサービス業務に対する国民1人当りの貢献度

281

は大きく，監視の目も厳しい．この様な中で，膨大で複雑

な気象業務を円滑に運営しているオーストラリア気象局

の全容を限られた時間内に詳細に知るには限界がある．

このため，表面的な記述にならざるを得ない点があるこ

とをお詫び申し上げるとともに，本報でオーストラリア

気象局の業務の概要をお分りいただければ幸甚である．、

なお，本報を書くに際してお世話になったオーストラリ

ア気象局の各位に感謝する．

1981年5月 17


